
新

　

幼 幼 幼 社教 国宝(健) 独法
小 小 小 青少 重文(健) ほか
中 中 中 社体 登録(健)

高 高 高 ほか 史跡
特別 特別 特別 名勝

ほか

・開設情報なし。引き続き情報収集中。

（３）休校・短縮授業となっている学校等　

2．文部科学省関係の被害情報 （4月18日15時00分時点）
（１）人的被害（児童生徒等）　※学校管理下
・被害報告なし。引き続き情報収集中。

震度５弱

　●震　　　源　　　：豊後水道（北緯33.2度、東経132.4度）、深さ39km

　●地震規模　　　：マグニチュード6.6（暫定値）

　●都道府県別の最大震度（震度４以下は省略）

震度５強 愛媛県　宇和島市

震度６弱
愛媛県　愛南町
高知県　宿毛市

令 和 6 年 4 月 18 日 16:00
文 部 科 学 省

4月17日の豊後水道を震源とする地震による被害情報（第３報）
※これは速報であり、数値等は今後も変わることがある。

※下線部は、前回からの変更箇所。

1．地震情報 （気象庁情報）
　●発生日時　　　：令和6年4月17日（水）23時14分頃

愛媛県　八幡浜市、大洲市、西予市、内子町、愛媛鬼北町
大分県　佐伯市、津久見市

（２）物的被害情報

都道府県名
国立学校
施設（校）

公立学校
施設（校）

私立学校
施設（校）

社会教育・体育・
文化施設等（施

設）
文化財等（件）

独立行政法人等
（施設）

計

高 知 県 10 10
愛 媛 県 19 1 23 43

2県

幼 幼 幼 社教
計 29 1 23 53

小 小 12 小 青少
14 国宝(建) 独法

重文(建)
中 中 2 中 社体 7

ほか

義務 義務 義務
登録(建)

文化 2 国宝(美)

中等 中等 1 中等
ほか 重文(美)高 高 12 高 1

特別 特別 2 特別
登録(美)
特史

都 道 府県
名

国立学校
施設（校）

公立学校
施設（校）

私立学校
施設（校）

社会教育・体育・
文化施設等（施

設）
文化財等（件）

独立行政
法人等（施設）

計

休校 短縮 休校 短縮 休校 短縮 休館 短縮 休館 短縮 休館 短縮 休校等 短縮

愛 媛 県 2 2

13

2 2

141高 知 県
計 15 2

2県

16 21

8
1

5
2 1

1

（４）避難所となっている学校等

・文部科学省災害情報連絡室（室長：参事官（施設防災担当））を設置。(令和6年4月17日23時21分）

3．文部科学省等の対応

＜国立研究開発法人　防災科学技術研究所＞
・「防災クロスビュー：令和6年4月17日23時14分頃の豊後水道を震源とする地震」を開設。（令和6年
　4月18日）

・引き続き、教育委員会等の関係機関と連携を密にしつつ、被害状況の把握に努める。

4．今後の対応

・都道府県教育委員会等に対して、本日4月18日の全国学力・学習状況調査実施について、設置
　管理者と学校の調査責任者で相談の上、児童生徒や教職員の安全を最優先に、実施見送りや
　開始時刻の後ろ倒しなども含め柔軟に判断するよう周知。（令和6年4月18日）

・愛媛県、高知県の担当課に対して、児童生徒の状況に応じてスクールカウンセラー等による支援
　を行うこと、その際、文部科学省の予算を活用可能であることを周知。（令和6年4月18日）

・被災した公立学校施設の早期復旧を図るため、事前着工の着手等について、関係県教育委員会
　宛てに事務連絡を発出。（令和6年4月18日）

・地震調査研究推進本部地震調査委員会（臨時会）を開催。(令和6年4月18日）

主な被害状況：屋上貯水槽漏れ、窓ガラス破損、建物間エキスパンション破損　等

・関係教育委員会、公私立大学、全国の国立大学法人に対し、児童生徒等の安全確保と文教施設
　の被害状況の把握、二次災害防止を要請。（令和6年4月17日）

＜担当＞ 文教施設企画・防災部参事官（施設防災担当）付
電話：（代表）03－5253－4111 内線3674、2290


